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尾
方
　
洋
直
 
議
員
 

障
が
い
者
問
題
に
つ
い
て
 

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
 

神
田
　
公
司
 
議
員
 

自
衛
隊
の
演
習
場
に
つ
い
て
 

漏水現場 

プラスチック類の手選別 
（環境美化センター） 

神
田
　
燃
や
す
ご
み
を
１０
％
減
量
す
れ
ば
、

４
３
０
０
万
円
の
（
菊
池
環
境
保
全
組
合

の
）
分
担
金
が
減
り
、
半
減
で
は
２
億
５

０
０
０
万
円
減
る
。
現
状
と
し
て
削
減
で

き
る
も
の
は
６
割
。
水
俣
市
が
２２
分
別
で
、

菊
池
環
境
保
全
組
合
は
１６
分
別
。
こ
れ
は
、

全
国
で
も
非
常
に
頑
張
っ
て
い
る
。
ご
み

の
減
量
化
へ
の
基
本
的
な
認
識
は
。
 

市
長
　
減
量
と
い
う
こ
と
は
当
然
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
目
標
数

値
は
立
て
な
き
ゃ
な
ら
な
い
が
、
今
、
軽
々

に
こ
れ
が
目
標
数
値
だ
と
言
え
る
と
こ
ろ

ま
で
の
私
の
判
断
で
き
る
資
料
が
な
い
。

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
基
本

的
に
は
減
量
の
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。
 

神
田
　
６
月
３
日
の
熊
日
で
は
、
「
八
代

市
が
可
燃
物
処
理
一
部
委
託
。
委
託
費
１

億
４
６
５
万
円
を
追
加
」
す
る
と
い
う
。

（
八
代
市
の
）
ご
み
の
焼
却
場
は
１
９
７

５
年
か
ら
も
う
３５
年
。
ご
み
の
減
量
化
の

徹
底
と
市
民
参
加
に
よ
る
新
規
の
清
掃
工

場
の
建
設
の
準
備
を
し
な
い
と
、
本
当
に

明
日
は
我
が
身
に
な
る
。
環
境
保
全
組
合

の
中
に
は
環
境
工
場
建
設
候
補
区
域
選
定

委
員
会
と
い
う
の
が
あ
り
継
続
し
た
事
業

と
し
て
判
断
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

環
境
（
清
掃
）
工
場
を
作
る
こ
と
に
対
し
、

合
志
市
の
役
割
を
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。
 

市
長
　
新
し
い
工
場
に
対
し
て
は
、
安
全

性
と
い
う
も
の
は
絶
対
に
譲
っ
て
は
い
け

な
い
。
こ
れ
が
疑
わ
れ
て
は
受
け
入
れ
る

地
域
は
ま
ず
な
い
。
ふ
た
つ
目
は
施
設
を

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
あ
る
程
度
広
域
的
な

土
地
を
確
保
す
る
し
、
そ
こ
を
何
か
に
利

用
で
き
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
議
論
ま
で

持
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。
家
入
組
合
長

（
大
津
町
長
）
の
方
に
も
、
早
急
に
二
市

二
町
の
会
議
を
や
っ
て
く
れ
と
い
う
お
願

い
を
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
開
催
を
さ
れ

な
い
。
是
非
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。
 

来
海
　
恵
子
 
議
員
 

合志菊陽交番 

黒石原演習場 

（
行
政
の
継
続
性
に
つ
い
て
）
 

子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
を
！
 

（
所
信
表
明
に
つ
い
て
）
 

　
健
康
都
市
構
想
に
つ
い
て
 

 
 

今
村
　
直
登
 
議
員
 

 
 

       尾
方
　
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す
。

実
施
の
内
容
。
そ
し
て
来
年
４
月
か
ら
の

本
格
的
な
機
構
に
つ
い
て
問
う
。
 

市
長
　
「
健
康
都
市
こ
う
し
」
こ
の
実
現

に
向
け
ス
タ
ッ
フ
５
名
程
度
で
ま
ず
第
一

に
私
の
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
政
策
と
第

２
期
基
本
計
画
と
の
連
携
調
整
を
推
進
す

る
た
め
準
備
す
る
部
署
で
す
。
４
月
か
ら

は
本
格
的
な
機
構
改
革
と
し
て
総
務
企
画

部
内
に
置
き
ま
す
。
第
２
期
基
本
計
画
を

企
画
課
で
、
将
来
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
今
の
体
力
と
い
う
も
の
を
財
政
課
で
検

討
し
、
新
し
く
提
案
し
て
い
る
も
の
を
ま

ち
づ
く
り
戦
略
室
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

尾
方
　
現
在
の

合
志
市
で
は
刑

法
認
知
数
が
他

に
比
較
し
て
非

常
に
多
い
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の

合
志
警
察
署
誘

致
に
つ
い
て
。
 

市
長
　
す
で
に

要
望
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。
概
略
的
に
は
熊
本
市
の
政

令
市
移
行
に
よ
っ
て
警
察
機
構
も
大
き
く

改
革
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
誘
致
に
対
し

て
市
民
の
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り
の
市

民
運
動
が
原
点
で
あ
り
ま
す
。
 

尾
方
　
合
志
市
消
防
署
誘
致
の
適
地
の
決

定
は
。
 

市
長
　
広
域
行
政
と
し
て
連
携
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
志
市
と
し
て
考

え
を
ま
と
め
る
こ
と
。
特
に
広
域
本
部
の

誘
致
に
つ
い
て
議
会
で
集
中
議
論
を
行
い

統
一
見
解
を
早
急
に
結
論
を
出
し
て
頂
き

た
い
。
 

尾
方
　
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
て
約
３０

年
以
上
過
ぎ
て
い
ま
す
。
今
日
、
熊
本
 

市
政
令
都
市
問
題
と
共
に
合
志
市
独
自
の

都
市
計
画
法
の
作
成
が
急
務
で
す
。
熊
本

都
市
圏
離
脱
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
 

市
長
　
合
志
市
の
土
地
利
用
計
画
を
基
礎

か
ら
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
市
も

５
年
ぐ
ら
い
は
人
口
が
増
加
を
見
込
み
で

熊
本
市
と
の
関
係
を
大
事
に
し
離
脱
は
極

論
で
す
が
、
そ
の
事
も
含
み
今
取
り
か
か

ら
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
。
あ
ま
り
期

間
を
か
け
な
い
で
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 

来
海
　
旧
合
志
町
と
旧
西
合
志
町
に
水
道

が
整
備
さ
れ
て
、
ど
の
位
経
つ
の
か
。
 

水
道
局
長
　
旧
合
志
町
で
４７
年
、
旧
西
合

志
町
で
４４
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
 

来
海
　
漏
水
は
年
間
ど
の
位
あ
っ
て
、
金

額
に
す
る
と
い
く
ら
か
。
 

水
道
局
長
　
漏
水
の
修
理
費
は
、
２０
年
度

は
宅
地
内
修
理
を
含
め
２
４
７
件
で
１
４

７
６
万
円
、
平
成
２１
年
度
は
３
２
８
件
で

１
７
４
９
万
円
で
す
。
 

来
海
　
南
部
地
区
で
は
水
道
蛇
口
か
ら
錆

が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
何
が

原
因
な
の
か
。
 

水
道
局
長
　
各
家
庭
の
給
水
管
の
老
朽
化

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

来
海
　
震
度
６
強
相
当
の
揺
れ
に
耐
え
ら

れ
る
「
耐
震
化
適
合
性
」
を
水
道
施
設
は

持
っ
て
い
る
の
か
。
 

水
道
局
長
　
現
状
は
配
水
池
１４
箇
所
中
、

３
箇
所
は
耐
震
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

１
５
０
㎜
以
上
の
配
水
管
は
耐
震
化
適
合

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

来
海
　
熊
本
県
の
耐
震
化
適
合
性
の
あ
る

水
道
管
の
割
合
は
２４
・
６
％
で
す
が
、
合

志
市
は
。
 

水
道
局
長
　
約
５０
％
で
す
。
 

来
海
　
厚
労
省
は
、
全
国
の
主
要
水
道
管

全
て
を
２５
年
度
ま
で
に
耐
震
化
整
備
す
る

と
目
標
を
設
定
。
合
志
市
の
計
画
は
。
 

水
道
局
長
　
２２
年
度
に
配
水
池
の
耐
震
診

断
を
予
定
し
、
配
水
管
は
布
設
時
に
は
耐

震
性
の
管
の
布
設
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

来
海
　
水
道
管
の
法
的
耐
用
年
数
は
４０
年

で
す
。
災
害
時
に
生
活
に
最
も
影
響
を
与

え
る
の
が
断
水
だ
が
、
危
機
管
理
は
。
 

水
道
局
長
　
市
地
域
防
災
計
画
や
、
水
道

局
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
行

動
し
、
昨
年
８
月
に
管
工
事
組
合
と
災
害

時
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
 

来
海
　
合
志
市
は
他
よ
り
水
道
料
金
が
安

く
、
水
道
事
業
会
計
も
安
定
し
て
る
が
、

水
道
管
は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
何
時
、
何

が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

計
画
を
立
て
る

時
期
で
は
。
 

市
長
　
早
急
に

調
査
検
討
を
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

        今
村
　
２
月
議
会
で
子
ど
も
の
遊
び
場
に

つ
い
て
質
問
後
、
公
園
周
辺
の
方
々
か
ら

窮
状
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
切
実
な

要
求
に
対
し
て
の
市
長
の
考
え
は
。
 

市
長
　
私
の
所
に
も
色
々
声
が
届
い
て
い

る
。
少
し
時
間
を
頂
い
て
、
ど
う
や
っ
て

実
現
で
き
る
か
真
剣
に
検
討
し
た
い
。
 

今
村
　
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

が
い
っ
ぱ
い
で
駐
車
で
き
な
い
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
駐
車
場
に
し
て
、
そ
の
分
を

元
気
の
森
公
園
に
移
せ
な
い
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
法
的
な
問
題
も
あ
る
が

子
ど
も
の
遊
び
場
同
様
、
検
討
し
た
い
。
 

今
村
　
沖
縄
の
普
天
間
基
地
移
転
に
つ
い

て
、
民
主
党
は
「
国
外
、
県
外
」
と
の
公

約
を
破
っ
て
名
護
市
辺
野
古
に
と
言
い
出

し
、
一
方
で
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
言
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
米
軍
の
訓
練
を
本
土
の
自

衛
隊
の
演
習
場
に
移
す
と
言
う
こ
と
だ
。

本
市
に
は
、
市
の
中
央
部
に
演
習
場
が
あ

る
。
基
地
使
用
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
ら
 

ど
う
す
る
の
か
。
 

市
長
　
ヘ
リ
基
地
の
周
辺
や
学
校
な
ど
も

騒
音
で
困
っ
て
い
る
。
払
い
下
げ
て
ほ
し

い
と
の
声
も
届
い
て
い
る
。
私
は
、
災
害

時
の
県
北
の
救

援
拠
点
と
し
て

使
用
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い

る
。
当
然
、米
軍

の
基
地
使
用
は

受
け
入
れ
な
い
。
 

今
村
　
健
康
を
声
高
に
言
え
ば
、
気
に
な

る
方
々
も
い
る
。
配
慮
が
必
要
だ
。
 

市
長
　
町
づ
く
り
の
総
称
と
し
て
「
健
康
都

市
こ
う
し
」
と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
配
慮

と
い
う
こ
と
で
は
肝
に
銘
じ
て
や
り
ま
す
。 

  今
村
　
市
長
は
、
障
が
い
者
問
題
は
政
治

の
原
点
と
い
っ
て
い
る
が
、
障
が
い
者
や

家
族
の
生
の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
。
 

市
長
　
当
然
声
を
聞
く
こ
と
は
大
切
に
し

た
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
出
席
し
た
い
。
 

 


